






冉りを巧 [12 ベ 


抽化みぶ M り巧そレ 


S ぶた聞巧レ 


、 \ バヮーズーム 用ち巧ビン 

レノス'巧り外しボタン マウント巧泛 

'1«ベ-シ. レンブ巧巧法点 


カメラを安をにお使いいただくために 

この製なのを全性については十分注怠を仏っておりますが、ドおマークの巧 
こついては巧に化意をしてお使いください。 

么警含 

このマークの巧容をずらなかった場な、人が辜大な傷害を受ける巧おおがる 
ことを 小: すマークです。 

么ミ主を 

このマークの内容を守らなかった填を、人が揖傷または中程度の傷害を受け 
つ、 物的が宰の可能性があることを示すマークでず。 


G 禁止巧巧ををわすマークです。 


A は、化意を f 足すためのマークです, 






A 警告 

0 カタぅをみおしないでください C 々イラ巧なには 
再ち 圧巧があり、唐巧のを6がありまず。 

Q 落下などにより、々< ラ巧巧が«出したときは、 
巧かこ S わが々じををふれないでください。お巧 
めをちがホり ます。 

&ス h ラマ プが鲁じをきけくとを埃でず。かさなお 
ず巧がス f •ゥッ プそ径にがけないようじごなちく 
ださい© 

^巧奋レンズをけけた巧巧で，に時间入»そ兄 G い 
でください。目を巧&ることがありま to 巧に、 
レンス単巧では、巧巧の巧因になりまずのでごな 
意 < ピミい。 

^ ち ホはか巧のを〇店かない巧にな菁してくだミい。 
む’ •、ち化を巧みなんだ#たは、なろにち巧にご 
拍まください 0 


A ま* 

0巧ホをシ3 — h させたり、乂の中に入れ W いでく 
ださい。また、巧解を巧 S をしないでください。 
巧致•を犬のをれかをりミす。 

必 巧-'、カイラ巧の巧ホがをお.巧巧を色こしたと 
さけ、ぶやかにちホを巧り出しでください。この 
項0、やけどに I かご注意ください。 


取 y 巧い上のを意 


•巧れまとし に、 シンナーや アルコール •ベンジンな 
どの巧な府巧は使巧しないでくだミい。 

•なる多なの巧はちけてください。巧に$の中は音ち 
になりま中のでごな怠ください。 

•巧 A 巧や巧品を巧う巧はるけでくだ$い。また、々 
ビ防止のためヶースからとして、あ远し公臭い巧に 
巧巧してください， 

• このカイラは巧水々イラではちりませんめで、巧氷 
W どが直をかかるところでは巧用でミミザん。 

• 读いおを • シ3ック•圧カブょどを化えないでくださ 
い。才ートバイ•卓.) ISG どのおお I さ、クソシ a ン 
だどを人れてなホしてくどさい。 

•約がでのち fi では巧おまホが3く G ることがありま 
すが、を鱼じ房れけと巧にだりまチ。 

• ほる下では、を县のを示ちる:这度が g くだることも 
ホります か、 これは巧をのれちによるもので、はな 
ではありません。 










こんな写真を撮るには？ 


♦ ピント聞み 


ピントの含う B 囲をまえて写■を«りたい . 々0 

巧ザろ狭い皮かじだけピントみ合わサたい . 々9 

6面の中巧に** it みにビントををわ甘たい . $9,70 

ビン!•の合う8巧を巧！!:したい . 98 


ろ ストロボ W 巧 

巧い吊でち R を樣りたい . 39 

ストロボ1»8^で口がホ<写らないようにしじい . 42 

白巧のにストロボを泛ホミせた0、化めたゥしたい ...M 

お#る U どにい室内で Kg を a りたい . 84 

巧巧の人ちろ頁そ巧る < 夸した I . 巧 

宙 S をバックに人巧を提おした七 . 91 


[5^ ズーミング柏な 

写したい物め大きさそスミくし t り小さ< したりし尸-い 

J 人わ IftK 柏な 


白分目み巧* I こ巧りた. . 46 

逆巧の人ちの度を巧る く 写したい . 90 

as ； をパ.，クじ巧を«た L たい . 91 

曲 ft 巧 KK 巧 

を*を巧; パ、い . 66 

香«をバリブに人々を « K , 产い . d 1 


に—] S 化[巧る s ] s 巧 

g 出贿生值が巧ちしにく . 48 

n イタ ff サでなく巧る3を日由に g えで与 g を操りたい94、68 


巧巧の»い巧みめ明るさだけを巧りたい . 73 

巧の S 化そな*させたい . 74 

巧巧む入物む a を明るく巧したい . 90 


け I その他 

写真に曰けを入れたい[巧したい] . 20 

巧るのさいスイ V 巧 S を擁ウたい . 38、 さ 2 

36的に夕一を切りたい . 46 

« 長のダイナ ミ， クな巧 R [ベ/ろ 口] か *0 たい . 55 



目 み 


ぶり巧い上のをち . 2 

こんな*1^育を巧るには？ . 3 

ま示パネルのを示ガイド . 6 

フ*イングー巧のき水ヴイド . 7 

巧い方は巧がです . 8 

巧唐レンズを巧み合わせたときの巧巧 . 10 

致明まの構巧じついて . 11 

カメラの巧巧と*本巧た . じ〜巧 

ストそ./プを取り忖けまず .. 12 

ま化を入れます . 13 

•巧化が巧巧した場わ . 16 

レンスを巧り巧けミす . 17 

シサッターボタンのまれ . 19 


基本的な巧い方[巧が； . 巧〜44 

プログラムけを1なみ{こ合わせまナ . 28 

が化ぶぶを分■割が化にしミす . 29 

巧巧ぶ式;をウイドみのこします . が 

巧がそードを1コマが於にします . お 

ズームレンズの巧いガ . 32 

なメうの巧文方 . お 

ホー トフ #-々 x をまびます . が 

巧がしまず . 37 

の苗ストロボの SA 们な巧い方 . 巧 

• ホ目轻な巧化!こついて . が 

•ストロボ a 巧巧ホモードについて . 44 

E 用的む巧い方 .. 巧〜巧 


電孩を入れます . 19 

巧ち:こ〇巧や時刻そ^^し这みます . 20 

フィルもを入れミホ… .. 22 

フィル么のさき黄しについて . 25 

フ f インダーの視度を^|西し、アイカップを化り 
がけまず . ぶ 


ドライブモードを切り转えます . が 

• mm . が 

• セルフブイマー巧が . が 

• オートブラケッティング巧わ . が 

モ勤じよるビント合わせ . 知 

•スナップインフ * - 々ス巧がについて . 52 

バノラマ巧お . 巧 































































いろいろな巧化モードをなびまず . 

• ブログラムロかちホの巧い巧 . 

•のり®巧口お K 化の巧いぶ . 

•ンャ > ブー巧化 R か毎化の巧い方 . 

. マニアル R 出の巧いぶ . 

• バルブの巧いノ J . 

巧出楠 •([ じついて . 

スポリト AF について . 

. 7 ♦ —々スロック巧をについて . 

分巧 W 义化外のち||化をードを使 - J てみましょう 

•かホ宝点がたそ巧いまず . 

•スポット測化を巧います . 

. /モリーロックを使いまず . 

巧 f •をを巧します . 

巧がス^^ロボについて、もっと巧りたいぶへ… 
• F-FA レンズのの届スト〇ボち合表 •••••• 

DX でないフィルム使用巧みま;苗没ぶ々法…… 
円れや時おのおし込みが巧 <なったときの 
お池夕巧 . 
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が 


72 


巧 


80 


81 


口がゃ巧别のち正 . 

ホ H けストロポの巧い方…… 
•化 fi 比轨巧シンクロ度を 

H 中シンク百じついて . 

巧理シンブロじついて . 


専用アク它サリー[別巧]について . 92 

がりとシャッター理をの讶裝 . 巧 

巧号巧巧度 . 97 

プレビじついて . 雑 


が巧•巧巧巧について . が 

その化について .. L 00 〜107 



100 


モ ni け:保 . 102 

お P — 9いなわせはかの6サービスを U へ . 104 


アフプーヴービスについで 


107 



表示パネルのま示ガイド 


PAvTvM 烹 

WBEll 


P :ブログラム A 動惡出[がべージ〕 

Ay :巧り巧た白お!活山〔がぺージ] 

T . シ * ッブ ー« 先自動巧出 [62 ベージ] 

M マニュアル餐ホ [64 ベージ〕 

< M > ホ H 巧お巧馆〔42ベージ] 

ストロボ情報[39、がページ] 

ストロボ白巧を化〔44ぺージ] 


se :フイルムかを口4ぺージ] 

Q - :フィルムがお口4、巧ぺ—ジ] 
a :電化が培〔巧ぺージ] 

•« : •垄十音 L 75 ぺージ〕 

60 :フィルム感を設巧巧〇ページ] 

日も。：フィルム感度植巧〇ベージ] 


因 





































コインなどでちあぶたを閣けて、リチウム巧化 C 
本カイうの塞ホにろわせて入れます。 [13 ベージ） 

3) 反りを A 巧歷にしてください 4) シザ. 

む置1 





















カメろの裏ムたを巧けてフいレムを入れ、フィルム巧お 
を巧色のフィルムホ巧マーブのれ巧にをわせておぶたを 
巧めまず。白巧的に1校りまで巧みます。[のぺージ] 


インブーをホきな•がらズームリングを回して、ちし 
ものをがみの火きさにしてください。 [32 ベージ] 


ビンを合わサたいわのにヴィドみドフン-ム【〕を 
をわせて、 シ*プ ターボテンを巧かじ巧して巧をします。 
【37 ぺーシ ] 


を7：めち巧)巧2 

(ヴ.^•面のを j 巧〉 


各種レンズを組み合わせたときの機能 




ム□ち露出 


s も n お 8 出 


んむ曲 Rtl ! 


cf»R 


そ >11 化化 




も中巧ま点測ホじなります。 
いては、レンズの 巧 用が巧ちを 





















イラの準 « と至本»巧」と r ち本的《巧い夕[巧お] j をお巧る< ださ 
だけで宙をな»ががお寞しみいただけます。 


ップを巧りかけます 


I (1) ス 


I カメラの準備と 
ま本操作 


因のよ 












(2) 電池を入れます 



• この力/ラは S 化か k いとれきま甘んので、 i * なをず 
る前には、必ず扶々られたリチウム S 化 CK 2 巧等岳 
を2 値 入れてください。サンプルの S 化がを付されで 
いますので、この 巧 化を去巧いください。 

* 單 3® 巧そ巧える、押巧りのち3パ，テリーバック內も 


たをロックしますっ 


いちせを复#いでください。 




•を 



み■化が消巧した巧を 

1ホが消玲ずると、因のよ5に»示バネ J レに g ; 也消巧替 
ま〇が点口します。ちをめに*巧交おの巧 ffi をしでく 
だミい。«おのな81は13ぺージをご S < だまい。 

巧化マーク〇か化たままでを、シ * ッターか切れれば 
8出に冉 H はをりません. 


- S ホバネ，レの3化巧纪資巧〇おホ iS にだると、 フ7 
イングー巧をホは巧え、々イラも巧をし*ぶくなろまず • 
• 兵曲胡々* 5そ巧用しでいない場台、巧み«巧 lie 乂換 
してもミ示'けルに S 化巧巧»を a がるホされるこ 
とがあウま巧巧を入れ シャッ ブーボブンをが巧し 
してみてください。〇の a 示が巧えればそめままお 
巧いに fin ます。 



操おす巧つ ィ ルムま;«およひバルブ時 H 
口4巧»りフイ J レム、扣で] 


1 -Ag お 

わ120 4： 


巧20本 


朽12本 

バルブ g 出時問 1 

わ9時 PS 


巧巧つィルム本»およびバ>>ブ巧曲 
〔24ぉ«リフィルム. 一10 で] 




g 巧スイッチを ON 化 a にをわせ、因のよ 
うなち示が哀示バネルに出ることを 巧 空して 
ください。 


レンズかおりけけられているときは、別のき不が出る 
ことがホります。 


おあのリチゥム巧化 CB 2 で、3巧を K まホによる0 
S が I の尼フィルム本巧け、巧用ち件によ••て5わりま 
1•のでご注» くどさい。 

度ちでは、巧巧に電化の a ちがなドナることがをり 
ミすが、巧をに戻れは巧用できます，また、できる 
つ、 ルムムをがホ ; i くリウミず《 

巧巧されでいるち也はサンブみ用の電なのた々、上お 
©フィルム s 巧を*ちでき fd ： いことがるり去す。 



のなお 

約加ぶ 

ストロボ巧お[化用お50%] 

巧け本 

ストロボ»お「使用を100%] 

わ5本 

バルブ R み巧巧 

をク時 P 与 


力*-フの单儀と S 本&巧 


カイ17の >儘と基本 g か 



















(3) レンズを巧 y 巧けます 


3,レンズキ+•ップは、国のよミに矢巧巧おを巧 
測に巧ずとかれます。 

♦ 巧せ狂レンズを本 S 品に度用されたことによるまな、 

议»などにつきましては保泣いたしか口ます。 

■ 々メラやレンプのマウント面には、レンズち«餐巧や A 
ドカブラーがるウます。こ〇拓分にブミゃ巧れが忖いた 
り、 占! るがホじると、 g 気巧のトラブルの居因にだる 
«合がをります。巧れたときは、6いた柔らかい巧で 
まれいにないてくださぃ> 


:• レンズをみすには 

レンズをみずときは、レンズをりかしポタン 
を巧したまま、レンズをちへ回してくだミい。 

* 夕したレンブは、マウント R 巧を*巧け K いた6、力 
イラに巧り巧く面そ上にして a いてください。 


1 . 回の〇と0のカバーをホします. 


©の巧パーなエ巧出巧巧のちプやホコリ Rjh 巧めもの 
です。なま用には、刖巧りアクセサリーとして「ボディー 
マゥン * Vブ K. ゲ巧«まれてぃ*ナ。 


2. カメラとレンプの巧ぶの7ウント巧なををわ 
せて、レンズを々メラにはめるみ、レンズを 
をに回すと「カチッ」とをがしてロックされ 
ます 0 

• k ンス化り巧けけは、レンズ巧り外しボブンを评さな 
いでくどさい。レンプの皮りけけか不ぶをにだります。 

■ レンズ化りけけをは、レンズを巧り巧け方向とは逆に 
再く! II じて、巧ぶじ巧り巧いていることを巧巧して< 
ださい。 

«レンズのちおけ、ス用* G レンズのなミそ巧ぐため、 
巧#スイッチを OFF にした巧巧でけブぶってくピさい* 




カメクの£と K 本操た 










• ブ r インダー巧 S のは、ン * V ダー#デンモ半巧しし 
てからか嫩巧は巧を«してら衣示されたままにり 
まず《なお、 'ぃ9 — #， ンの华^しちなけると 、 a 
示はちなします C 


1•■巧スイッチを ON 化■にずると■巧が乂 

りまず。（■巧 ON) 

2. S 巧スイッチを OFF な a にすると、電巧が 
切れます.（■巧 OFF ) 

• 巧わ W いときは、么デ S # をで!^にしでください。 
ンャッターポブンが 巧 まれる i « 相 か巧巧します。 








夕ーボタンを半押しすると [1 居:目まで巧 
> r インダー巧の表巧がま示され、才ート 
カスが®きぎす. 

シトッターボタンを杆し巧る〔2巧目まで 
:、シ中ッターが巧れ a おできまず。 

ッターボタンは、々イラぶれを巧ぐために fe 、 ♦旨 


タンの澡巧 （5) 電源を入れます 


カブラのと基本操巧 


カブラの本！！化 











• R けや巧巧は、»ちのたのこ写し这まれます e 

• 日れや時巧の写るな分[画面ち下]にりや3をのらのが 
あると、ちし込まれたを示が兒えにくく W りますので 
巧«して< ださい e 

• H なや時約のを正は、巧ベージをご fc < ださい C 

■ パ/ラマ«おモードでも， R 付や時9のちし么みかで 
きまず。 

■ 曰 M や時巧の巧り&みが S くな:—たり、データパ7ブ 
の S 示度のをえが薄くだったり、消えた巧もに口«ホ 
をを!*してください。なお、 Sit のを»は81バージを 

ご免ください* 

•巧用丄々を S ボ货ベージにもあり*ずので、そ t らも 
ご g < ださい。 




日がゃ時别をちし込みた< ない場を 
カメラち面巧の DATE ポタンを巧して 、テー 
タバックの表巧巧に . をま巧させます。 


(7) フイルムを入れます 


巧ブラめ操巧に！*れるまで巧，カメラにフィルム％入れ 
ないで《習されることをわおめします。 

フィルム巧*自助セット 

このカイラでは、フィルムを入れるだけでフィルム巧 
S が自お的にわットミれます。 

[ ISO 巧一改のミでのフィルムが巧えミす。] 

• はとんどのフいレムが、フィルム度; g を自6的じセッ 
►できる DX ブィルムでて#、じ Xi ^： i れのフィルムの巧 
ろは、货ぺージをご R になり、7ィルムを B ををちし 
てからお巧いくだミい e 

• 々ィラを B 入を、切めてフ < ルムを入れるとまには、 
裏ぶ C をおけて写 S のようら*巧傷々パーをシ* .，ブー 
幕にせれたいよう生 S し K がら、なり巧して< ださい。 



2 




1. 裏ぶた扣巧レバーを矢巧の方巧へ下げると、 
裏ぶたが拥きます。 

2. 囚のようにレンズ舒巧をま手でしっか y とち 
ち、フィルムの凸巧拍を下にして下彻からホ 
に人れ、巧に上巧を入れます。 

■ 7ィルムの凸 IB みのス:そ、々イラの白い巧おにしっか 
りちし么んでください。 

* フィルムそ入れるときは、芭お曰化が3たらむいとこ 
ろで巧。^て< だまい • 













々度るさなで卞。丰ズゃブ S 、 巧れを计けないように、 «巧してくだきい。 










巧）フィルムの巻き戻 


の 



フィルムの*後まで巧ちすると、白»的に餐 
ま g しががまりまず。 

を S 房 L ホは.塞示,、•ネルの’ 6_の！一 «みか d 
g してをき戻し中であることをがらせまず。 

I るき戻し中は、ま示バキ*•の《お巧 S が逆 g ぶホまれ 
まん 

• をさ民しホは■ぶたを M け K いでください。 

フィルムはを WH 巧がうたら W いところで巧り化して 
くだ S い C 

I 巧在巧»に,主っても、まだ«おが巧けられるときは、 
y 4 ル A か SS 表で宙んでからち$巧しか巧なむれさ 
ず。 


2,巻き房しかを了すると、を示バネル 
がち《し.巧 K 巧教のまモが满えます 


3•惠 j げこを曲け、フィ 



• «1ま寅しは24技提り7 < •レムで朽口杖です。 

• 力/ラを«わないとミは、電 S スイッチを必で OFF 

にしで< ださい, 

る示バネルの6のお滅を«巧してから、 S ぶたを巧 
けでください6 

フィルムのまを巧を&上の據がをすると、 a 後のゥマ 
はち S ホで々V卜される#台かホウまナ e 大事 W 写 S 
の#をは、規を技巧を*ウ終わった巧ちでを中さきち 

しモ•巧ない、フ4ルムモ义 g してくだまい。 


フイ ルムの規定枝巧まで a りちわらないうをにを中 
で巧り化したいとまに巧います。 


電巧スイッチを ON にして、因の途中ちき良 
しポタンをストラップ留め具の突ちで押してく 
ださい C 

■ をみパネルの Q 0巧滅を«空してわら、 B ぶた去拍 
けてください。 

• 途か巻ま戻し*タンを傷付けることかをウミナめで、 

ストラサブ S め具おれは巧わないでください。 







このモードは、5も巧巧^^6出モー 
巧のに3みをわせをし*すので、ン 
IP すだけで R まに巧ががましめます 


•ノブを巧りがけます 


(9) ファ 


のとさ本 W か 


A 本的な曲 















巧化方な巧 y きまレバーを"な蓋じします W 


(3) 測お方式をワ 


巧が刚たでは、曲面巧を分割して明るさを測ってい 
ますので、巧巧 nc ど巧々。を件でも辰画な ’ s ホモ得 

ることかでまます。 


A • F ^ FA む外のレンズでは、みみなあを3巧して 
ら、中央さお巧化になります。 


6みを]巧化について 

この々 ゴ ぅのみ巧卸先では、曰 〇 ように、 I 巧由 i 内を 6つ 
じ巧巧して巧るミを81つていますので、逆化などで人巧 
が巧く f * •，てしまうよろだをかでら、どのお分にどん W 
日月るさの巧があるかそカメラが判巧し、人巧が坛くなら 
だいように白かのに巧正をけない S す。ですから、巧,心 
まの方でもる,！:>して巧おを奕しんでいただけます。 


ます 

、分割な化お巧に中央重点 M 化およ 


(2) 測光方式をみ割測ホに 


S 本めな巧 












K がこ巧用になれミず， 


ンズの使い方 

ズーム レンスを坛えはちしたい巧を大きくしたり、か 
さ< したり自由に空えることができまず。好みの大き 
さにをわサてしてください. 

• レンズめ夕.点6«る术の巧宇を小5 くずると、写る巧 
田がじいに角【ワイド]«に、大きくすると、这いらのを 
乂き < 巧ずま a [ナ レ] «になりまず。 






レバーを口 化置にをわせます c 


(5) ズーム 


1 コマ巧をは、シャ V ターボ 
け巧おす6ちも--巧が]だモー 


(4) 裙をモード 


基本的む tt . 


基本めな度 










パクーズーム s 
ングを手前に弓 
が«れるようじ 


















才ートフ f- カスでは、 シャッダー ボタンを半巧し 
ずるだけで白なもにビン h 合わザが巧わむま 


刀クブピ巧、す•トノ ♦—ム r A を化3 ) 夕 ♦ 

すおでビント合わせをすることもできます。 
しくは、泌ベージをごちください。 


(6) カメラの巧え方 





嫌 K するとまな、巧メラの巧る万がXのです， 

• 因のようにカメラを巧手でしっかりと持って 
ください。 

• シ*ッターポタンは巧の巧で#かに巧します。 
[挂く巧すとカメラがれいてしまい、きれいな 
写31が巧れません。] 


やき テー ブムなどを刮 用して、 がや々 イラを安 
なさせると巧果かるりミず。 

巧人を;まありますが、-巧巧にはお。巧 li の逆をがを 
巧ら WR 巧シ卡.，ブ ー AS とされています。化えば、 
氣ホ巧！!が拍 mm では1/50わ、 JOOmm では1/1め 
^^^どです。これ laT のシャ,夕一ま是じ f ぶる#を C 
は、なるべく二 w を巧用しでください。 

.•:脚そ巧用才る巧 A は、則巧りの「古ーブルスイッチ F 」 
のを J 用をお«めしまず* 

ささレンプで^田を巧用ずるときは、々< ラやレンズ 
の冷 S ■よりまいを巧うとた/ラぶれな I 卜.に巧爱 
がをろまず A 


(7) オートフォーカスを選びまず 



さ本のな度 


フォー カ スモー ド レバーを AF に合わせま 
す。 



(8) 插おしまず 


3•さらにシャッターボタンを巧し切ると«おで 

きます。 

■ シ*.，テーを切ると目巧的にフィルムが卷かれ 、ろ示 
パネルの e 巧哀ホか1っちみ i ナ， 

■ ビントが合うまでシトッターは切れません。 

•シ * ，夕ーボブンを半巧しして、〇がホっている巧 
は、ピントがそのな田で固な[フ f -»スロ V ク]され 
ていますめで、別のものにピントを合わせ垣すとさは、 
シ*., ?- ボタンから宿そ離して#し巧しでください， 

* つ t — わスモー ドレハーが AF T 、 ドライブモードか 
巧坊»お Ol のとき《、シ ♦ ッブーかミ巧切れる巧に 
その S 度ピン!•合わせそけ C いミす。 

• SMC ベン f ックスドソフト拍 mm ド 2.8 レンブを法巧ホ 
るときは、なりを巧.卜 F 45 で巧化してください。巧 
L くは54ベージをご R くだまい。 


ttA チ JI 

シ中ッターボタンザ押しでビントをわせをしているとき 
に、》メラがおす巧を化<>*；と抖巧卞ると、日れ的に巧巧 
T •化に切り替わります C このちろじは、レンズがま巧的 
じちおし、巧に写す巧じピントを合わせ巧けミす。 

* 巧す巧が适すぎる i きには、シ *7 夕一が巧れだいこ 
とがるウミす。 



フカス モー ド レバー が AF 位■になつて 

ることを巧巧します 

1. 写 K にホ**で示すように、 フ 7インダ—巧の 
ワイド AF フレーム（ ） の巧側にピントをを 
わせたいものをさわせ、 シャッター ポタンを 
半巧しすると、自動的にピント含わせが巧な 
われます。 

2. ピントが合うと、回のようにファインダー巧 
の 〇 がホって、 厂ビピッ」 と®子をが巧リ 
ます。 


■ この々ィラは、ワイ KAP ブレームの3.ホ*巧でずから、 
ピントそ合わせたいめが面面中央にたくても、ワイ 
ド AF フレ—ムの巧かでちれば、ピントををわせること 
ができます e 

• か欠の巧い压田た•けにピントををわせたいときは、59 
ページをご ft になり、スボッ > AF そご利用ください。 

■ y * ッブ ー< 少ンを半巧しすると、ブ r インダー巧に 

V ♦ 9 -ま S と巧り嫉がをホされます。 

■ X r * 〇が巧 R 々さみがホた巧をには、巧 a ストロボを 
お巧いください。巧 S ストロボについてな、巧ぺージ 
をこ R ください。 

■ ビントがをったときの Sf 音は巧ずことができまず。巧 
ベージをご»ください。 

* ホートブ:ス化巧ホは、レンプのち*リングにを 
をかけたり过おを巧げたりし W いでくだミい0 

〇がまちを病口るときは、 la 下の汪由でピント 
をわせができないときでず,， 

0) a お拓おが巧すきる 

もうルし雄れて巧おして < た-さい。 

巧)才ート フ * ーカスのををな巧の巧を。 53 ベージをご* 
ください。 


S 本のな巧い方 


基本的な化い方 



(9) 巧あストロボの基本的な使い方 




巧用する巧をの巧 K 


ま示バネルに归が表示されでいる 
のま示を*しておいてください 。 Q 


卜□ポおれめマ 


. シ卞ッターボタンを巧してスト〇ポ«おをし 
ます， a お巧、巧®スト□ポはち下の巧巧に 
巧した巧が巧みを押しで巧巧してください。 

• ?美すわが明るくても巧にス > 曰ボゴ堯巧しまナ。 

■ スト〇ボ巧ち中 a シ * ップーは切れません。 

• ストロホをさお L て巧うよ、巧化かを，じちかくだるこ 
とがホりまずか、莫巧ではをり t せん。 

• 円 a ストロボを卜.げた巧巧では、外付ストロボをお0 


[旧0100めとま、々ソ3巧は1$04泌のとさ〕 

• こ〇«お巧霞ち用け、*山モードがブログそム R み a 
化の#なで1%これ巧の R 出をードの a 杉巧«につ 
いでは？？ベージミ.ごた< だ？ い， 

* ストロボで ag でミる*谊巧!！は、レンズ©閉巧巧り 
ちが巧.6ちよびそれより巧いレ/ズそ巧巧しでも、巧 
に朽 0.7 n と* i ります。0.7 m より巧巧«で»わずると B 
出が正しく利巧ミれ* せん。 ミに、 プラレ W どが巧を 
しまずめでごを.®くださいゥ 


の CS は、 S ホモードがブログラム•技り g 巧目 
’出では巧 L たいみが巧い g をと巧ちめ巧をに、シ*ッ 
g る Atm 由では蓮巧の巧 ft にのみ S ネされ*ず0 
し、なホタまかやお■ホをるいは a ボット A 光で 
巧い巧ろのみもが,な g しミす。 


* 化 S か目なのにちミり、允 g がちわると、 去が'く本 
んに4がま示$れます。シ夕ーボタンを半 
押しすると、フ7インダー巧に b %がをがされ 
ミす。 

«レンズ フー ドは、スト〇ポめ巧を e ることがをりミ 
ナのでなわないでくださし 、 C 


ブログラムき ft # 出のスト〇ボ巧た巧巧巧*! 

ストロボ!«おできる巧#は、表のように、ご巧用に r 
レンズの開な巧りおによりを化しますのでごなちく/ 
い 0 巧な反り傾は、レンズに「1:1.4」のように表夕 
れています。 [ F 14 のちを] 





















レンズか不適切な巧をの警吿ま示 
ストロボ巧おに不3切な F . FA レンズを巧用すると、充 
S ま f 時シ* /夕—ボタン半巧しで、まホ，、•本ルの > 
やフ r イングー巧の > がな«して S 巧しまず。巧さス 
トロボの g . 不宙レンズについては、78、巧べーシをご 
K ください a 

• * 古が化た化«で嫌たすると、巧面の QH が巧くだる 
ヶラレが出たり、おがド S に半 W 杉のケラレか出まナ 
のでごを亩< だるい。 

• ド•ド A レンプ W が《では*ヴ;ぶ示は出ません- 



巧!面ボタンについて 

内 a ストロボが1’.がっているときじ、脚がボタンを巧す 
と、 " KSd の巧罢で2 > ロボの巧乂ム•巧を这むことがでろ 
ます。 


* <1> 卜 


巧 


3常亮化 

[39 ベージ〕 


ホ目ち夕 
【が ぺージ1 


- > 

去 

，因. 

1 

巧吕 ex 
目れお光 


• 巧«ストロボが上がっていないが 巧では，巧で 音の切 
巧 e えにだります。巧ベージそこ ‘ K くだ5い〇 
• ブ〇グラム ロ巧« ホ)^外では、ホ日 巧な の切替のみ 
に r ぶります。白を巧化因は、 a 巧できまサん。 



この々ィラには、スト《ボ2巧ち t によるホ曰ち«巧 
巧が付いています。 

シ ，ブ テーがのれる直巧にぇトロボち化[小义 ■] が巧 
われ、6巧を小さくしてからストロポ巧巧をするので 
日がホく写るのを M なた W くずることができます。 




七ット方ま 

1スト□ボボタンを巧して、ストロボを上に出 
しミす 0 

2.釉面ボタンを巧して、表ホバネルにホを 
表ホさせます。 


A 本のな ffi い方 














拍も•ボブンは、れ6スト VJ ボが t がっている化巧で巧， 
しでくだミい。とが，ていないがちでは、 S 了をのか 
り ff もに W ってしま■、ます。 

ホ y 巧«巧巧と AFSOOFTZ など〇ストロボのスレーブ 
g たをがみろわぜると、 1* 曰めプリち化でかイけスト 
ロザがを巧してしまいますので、スレーブま巧時は汾 
H 径 tfS 巧は巧わないでください* 

ホ巧の!?お,さ、セット巧と间巧に、スト□ボ 
そ上に化したが! B で、な曲ポプンを巧して爱ホパネル 
め ♦ ま示を巧しプください。 

ま示バネルの g ) 玄示;は、巧蔵スト D ボがとがってい 
だ••だ»ではさ示されミせん。 


ホ目巧たとは 

-巧に（ホ H をを—といわ打、巧い中で人巧のストロボ 
It おをりだっごときに、目かホくリるをまでず。これは、 
ストロボの化が y のな巧に K がずるためにおこるおをと 
3われていまず。ホをぶをに巧ぐことはできませんが、 
できるだけ周りを明るくして巧おするか、ズームレンズ 
をが用している巧たにはに巧抑じして巧巧巧で巧がでる 
a どの方なをお I 助すると培はすることができます。外け 
けのストロポをご巧用のときは、ストロボをできるだけ 
々メラから*ずと巧5がありまず。 


ストロボ白わ巧ホモードについて 


このモード;ま、内篇ストロボを上げたままでも、ぶ 
要で《^ときにだけストロボを堯化させることができる 
巧辛リな t - ドです。 


七ット方ま 

1 •スト□ポポタンを巧して、スト□ボを上に B 
します。 

2.側面ボタンを巧して、まそバネルに田を 
表示させます， 

• スト P ボ目お堯たモードは、プ〇グラム白 ft 巧出レ：!巧 
で ua 巧でささせん6 


-«面ボタンは、巧占*スト D ボが上がっている坊巧でが 
してく ださい。 上が.•ていない«巧では、 S 了をの划 
り g えに W ってしまいます。 

* るみハ '4 ルの S は、巧 a * トロポか上が，でいない 

巧巧では表示されません。 


。ホが 

,«出モード、、、、^ 

か否 用 化 

み AS 点 

m 

スポ V 卜 1 

1 

1 ブ〇グ5ム R お a 化 

1 

«い«ろと 
里化の*合 
A 。 が 

巧いちをの 
A 白おを巧 

田い4をの 
み巧そ 


基ホめむ度い. 











I 這ち » わ 


(1) ドライブモードを切り替えます 


扭応用的な使い方 


このカメラには、因のようじ5谨貧のドライブ 
モードがるります。 

ライブ モードの ga 

• 1 コマ巧彩 a 
• 齡《お9 
• セルフタイマー巧 R り 

•才ートブラケッホた （1/2 巧 B [ EV 〕 ステップ M /2 
•才ートブラケットかおりを巧 [ EV ] ステブプ > 1 

口 ；シ* .，ブーボタンを巧し切ると、1呂だけシ*, 
夕一ががれます。运お•巧的なドライブモ"ドで 
す。 

q •シ+ 7ターボブンを巧し切っている坦、ぶな的に 
ン * ，夕一が切れます。化べージをご R ください0 
公：セルフタイマー巧がをします。46ぺージをご S く 
ださい。 

1/2 : S ホ巧正培をニン2段ち巧 V :« じをえて、3コ 
ヴ过持めじ巧ををしミす，がべージをご* くださ 


巧山巧ぶ化を±1巧巧 LKV] 毎に巧えで、3づマ道 
巧的に巧おをします，48ぺージそご R ください。 


V • '，夕ーボタンを押しでいる PS、 进巧めにシ f ソ 
ブーが切れます C 

セルフブイ V- ちがは、巧おちら入ってだな巧お f ぶ 
どをするときに巧いミず 

ドライブレバーを回して A 泣置にをわせて 

iAA^ } ホホ 

シャッブーボタンを巧すと、巧じけをにン*ンダー 
が切れます。 

巧(だレさ：夕 3 

" さ巧»於では、シ*ゥテ ーS り回切れる5にその JBS ピ 
ント合わサを6^^い5す。 

• 巧*ストロボを巧うときは、巧ちがで了してから.ン*, 

ダーか巧れます。 

1. ドライブレバーを回して公拉 a にをわせ 
ます。 













2. シャッターボタンを半巧しして写したいもの 
にピントを含わせ、 シザッ ターボタンを押し 
切ると fe ルフタイマーか括れします。 

• セルフ f イマーのれ 巧 中口 Sf 育で巧らせ、シ*ッター 
fii 巧れる巧 2 巧前から、 Sf 音ら忌い K 巧百，ビッビ V 
ビッ」に W りミす e 

■セルイマーを巧»をに中止したいときは、ドライ 
ブレバーを公な巧のな fi にして < ださい， 



•:•セルフタイマーでは、ファインダーから入る ® 
かが，自巧*出にお•をちえる4をかありま 。 
すので、巧属のフ7インダーキ*ッブをごが 
用くだまい0 

r フ 7 インダーキャップ」などのアク七サリー 
は、 アイカップ F 。 を回のようじ巧りみしてか 
らお IJ 巧けミず。 



サートブラ ケッティ ング没おは、 ® 出巧正が么巧 4' 
ときで远をのな巧正値が巧否しにくい巧合などじが 
巧しまず。 S 出巧正*ぶし、ブンダー巧山、才ーバ ー 
B 出と巧正值をまえて、3コマ注持的に餐おするこ 
とがでさまホ〇 


補正«±1,2度巧 「 EV 1« おの巧を 
ドライブレバーを V 2 化»に合わせます。シャッ 
ターボタンを巧し切ゥたままにすると、下たの 
ように3コマまな的に巧おかできます。 

1コマ白：：！： 0段お[ピ V ](補止なし） 

2コマ A : -0.5 段芭记 V 〕（アンダ ー R 化） 

9コヴ円：+0,5段階 [ EVK 才ーパー房出） 





補正な ±1 段巧 [ EV ] 操影の 4 含 
ドライブレバーを1 ttS にをわせます C シザッ 
夕—ボタンを巧したままじずると、下話のよう 
に3コマさ爲的に泣おかできます、 


コマ白 
コマ白 
コマ n 


で0段巧； EVK 相正なし） 

-1 段階; EVJ (アンダ-房出） 
+1段ちぶ V ](才-パ-森化） 


• オートプラ*ッテ< ング«が巾は、1コブごとに«巧を 

巧います。 

• ピントは、1クマ U の操 K は隱でブ》-々スロ，ブされ 

ミす。 

* 出捕正と巧み合わせてほ用する巧を 

I 房出なと_(68ぺージ）と組みをわサて巧うと、約の 
ように才ーバー方向のみやアンダー方ち!のみの、より 
宫居だ才ートブラケッティングおがが UJ * 巧です。 

<巧けーバー方巧だりの巧で.をかけるとき 
しドライブレバーを1化»に合わサミす。 

2.8 出«£グイサルを+1位置になわせミす。 

3.こ0巧在で«おをすると、13マ目一 + 1 EV 、 3 3マ a - 
五日 EV 、 3コブ吕 S + 2 EV のな正がけわれます。 






インダーを巧きな力 X らシャッター 
甲ししたが«で、レンズの巧* I リ 
左をじ回してくだミい。 

卜がをうとフ7インダー巧のを焦 
び点巧して巧ら甘ます。そのまま 
だタンを括し切つて S おして < だ 


巧 

巧 
な 

^ つ7インダー巧のを魚マーク 〇をが用する 
方4を 


巧用めな皮い方 



















•フ ォー カス巧でないレンズ [F • 
ズ]を巧用します， 

—ドレバーを AF にるわせま 


卜面をが巧する«を 
方 

ォーカスモードレバーを MF に合わせま 

フ7■インダーを巧きながら、レンスの巧なリ 
ングを去ちに回してフ r インダー巧の巧娠が 
最もはつきりをえるようにピントを含わせ、 
»おしてください C 


3ちしたいものが适りそうな泣 a にピントをを 
わ甘ておきます。 

4. ケーブルスイッチ F を巧って、シャッターポ 
タンを巧し切った巧巧にしミす。 

5. 写したいものがビントををわせた巧 a に巧る 
と、白震的に巧巧されます， 


がち巧とな0ま 
たい巧を入れで 


この6西巧にビントをるわせ 


巧泣しているとき。 
b ) 巧巧ド值が卜でぶより 
C ) ベロー ズ 1001 nmF 4 
レフレ y クスタイプ 
d ) 旧クイプの打じとみ 
ウントアダブ ター K 


スナップインフ 


応巧めな任： 










.. J サリーのま g 
な下-のまけでは、ナートフカスやファインダー巧 
のを焦マーク〇を利用したず動ピントをわせがで 
きません。なべージのを傾にがって、フ r インダー 
巧のマ V 卜由で手をビントをわせをしてください。 

а ) 特をなフィルターや「マジブクイイージアブンチイン 
卜 J . r スチレオアダプター」などそ®々た运を • 

б) 「接巧リング」や「ォー^<ぺローズ」を巧ったお大ち 
巧 SK の巧 A 。 


SMC ペンタックス F ソフト巧 mmF 2 .Sffi 用時の 

ホ意 

みし 5in より巧を H の S ををするときは、レンズの巧り 
を P2 8〜 4. 5でご巧田ください。これより小な〇げ5 6〜 
32〕にすると、力/ラの才ートフ* —カス[フ7インダー 
巧のろ巧マー ブ 〇を利用したホ巧ピントみ*>せも巧ち： 
が正しく宙かないことがありミす。 F5.S より小巧りを巧 
う巧をじは、一过レンでのをりを F イ.5 K 合わせてピント 
さわせをけない、フ f- 々ス ロマ クをしたままホきの技 
りに黄して»おしてください。 

FA ソフトお mmF2.8 もよび FA、/ フト 28mmF2.8 レン 
ズでは、と置の!*巧はおさありません。 


fl 化フイルターについて 

才ートフ*-カスな巧の•结にハーフミラーを巧用して 
いまずので、担の巧光フィルターを巧うと才ートフ*— 
カスの巧さがほ下します。才ート 7* "カスで巧用ずる 
ときには円 fi 化フィルクーをごが用ください。 

ミた、毎出の巧ちも近下しますので、円巧化フィルター 
のほ用をおねめします e 




卜をを利 


フカイラと y 巧4 


k 的のをい 


逆ホ L 巧巧が 特 I 


才ートフォーカスのま手な巧 

才ートフォーブィス巧 W はきわめてみ巧なのをのですが、 
巧巧で(まをりません。ちホ向がむ Ii 2 のようなち巧には、 
ピントがをわないことがるりまず。つ7インダー巧のを 
巧マーク〇をを【巧しての T . 巧ピントわせも巧なですゥ 
そんなときは、ちす巧とほぼ妾 L い化 * にフ*-カスロ V 


a ) A ドフレーム C 〕の巧曲に白い堅だどのち巧にコン 
トクスト [ B 月苗を]のほい巧ピロの巧 

b ) AF フレーム C ) にたを反射しにくい物がるる巧合。 
C ) がなじをい还反で g 動している巧。 

がさ巧めもめが AF マレーム C ) の中で巧巧にが巧ず 
る巧み。 


巧 EES む巧い万 









(3) パノラマ摄を 


'、•/ラマに切りさえると、フ r イングーもパ/うマ巧 
【こ巧ちに U りまず e 

バ/ラマ历りおえレバーのセットけ、バ/ラブ fi お 

■ a かち#巧が 「 a ! どをるかの止まるむ fi まで a ちに 
巧かして<だ？し、 • レバーを途中め位8にする i 、 正 
し<写らなくな0ます0 

プリントする Be 函由 fPi 这でフ •！ ルムにちっていたら 

のがのられてしミうことかあります。巧肉を巧めると 
をにみしみおを E ，でむくと亥,じ、です。 

ぺ/ラマ«おモードでも、日付や時を J を写し込むこと 
がでさま卞〇出い巧は房巧 a おと同じですから、班、21 
ベージをご S ください C 



このカイラでは、巧をを中でも日由にバノラマと房 
をちがとを巧りちえることができます。 

バノラマ巧おではフイルム i： で巧ちじちりミすので、 
'，•ノタマブリントにするとダイナミ，クな5ミきかち 


1.パノラブ切 y 替えレバ-を口にをわせる 
とパノラマ巧おモードになります。 



2. パノラマの視巧み巧!こちしたいものを入れて 
巧おしてください。 


巧巧£な巧. 


C 用めな巧 • 


万 







ラマモードで巧わした巧む、适巧の问時プリントに比べ U を、巧をがかかります。をしくは、お巧でおたずねく 

い 0 

ラマ ttK では、因のようじ»单扱おのフィルム I コマ分の卜•下をカットするだけですから tt おはだは、«ザ«度 




ラマでは、フィルムとじ 13 mmX 36 mm の乂きさで曲をを写し込み、プリント留培ではめに m 町 x 35 mm の巧 占 

'リントをがルまず。 B 

ププリントはも•よそが) <254 nim のサイズにプリントされます，これは宿巧な影されたフ"レムを六ソ切りサ % 

引き巧ばしたものとほぼ巧し巧巧にだります。 ご 


ろいろな露出モードを選びます 






















にも巧なです。 

ズ [ A * F ， FA 化のレン 
も中み左み-測ホじなりま 


垃*^ホじをわせます。 

イヤルを A な a にをわゼます 

、がま 示され、巧り « 先日 KB おでを 
ま 3 c 

ヤルを A な fi にろわせる巧をは I シ f ッ 


ホちの巧りに合わせると、巧ず巧の明るさにをじて 
ソ * ンブー運弦が目扭的にをわります。ピントの合 
う巧巧をじくしたい風京巧真や、巧るをほかしたい 
人巧の巧をだどに a しています。巧りのをちについ 
では、がページそご！ i ください。 


り S みきお■化のちい 



&巧のな tt 





















■■脚出 1111 


mKm 


IP 

p 


お巧め _.- _ . 

巧るさにのじて沒りが ri おのにをわりまず。巧；、 
反でをきを!!:めたり、さい连巧てみ巧をホすのに 
しています。シ*プブー速居の巧果じついては、 
ベーシをごおくだ S い。 


38じするわ K 山 W 正マイナス巧正]をご料用くだぎい 
フ r イングー巧にるをされる校り«は、 H 安をホでず 
巧。て、巧ウリンクでセットし C なりと塞ホされる* 
りなは么すしもません e 


抑《化そ S 巧してらか央1お*•た4 


巧田めなか 


































t い 》 合や、シ f y ブ ー at が自お的 
.. a 卜 a ボを巧用十るとろは y * V 
X a / i 巧み)にをわせてください。 


ス V of 提をで 


シザックーダイヤルで巧みのシ* 
を至びまず A 

シ*，夕ーボクンをザ巧 L ホると、マ r , 
シ*ッター这度と、技り S が a をされます 


A な S にするち合! 


巧に巧ピシ * ッ ブー なとおり〇♦且ろをわせで ち お 
をするお合や、ま図のに毎おナーパー閒るい巧！!] 
や K り!アングー巧いちち];こするときに巧います。 


1. 投りを A 位かじをわせます。 

2. シャッター ダイヤルを A 位# U かにをわせ 
ます。 

» a ホバネルに M がち示ミれ、マ ； a 7ル g かでをる 
ことを巧ら甘$す。 

■シ*ッターダイザルを A から A 位®レ：にするち 


f り巧 


巧ぶ 


C 用めむ度い • 






















3. シャ，ジターダイヤルで巧みのシャッター这度 
を、巧リリングで巧みのをりを巧びます。 


■ン * /夕ーボタンを f 巧しすると、フ * インダー巧に 
巧り化め目ちとシ *7 夕一巧巧《よびパーグラフがき 
示され<す•をり tt の白•おか爱ままれるのは、 FA およ 


• グラフの黑かか© «になんでぃ5とされ S 山不 
居、 0卸に化んでぃるときは*出が才ーバ■でず。 
中,じ，にホれば遣正 R 化です e バーグラフの.ち A 1 g 【3 
1/2を* [1/2 丘 V いこ巧ちしまず。たピし、=3巧宙 
【=36のをち文た«をん 6るるぃは〇がな« 
S ボします。 

* ストロボ a たで、 >サソ ブー巧皮を 1/1 るけじ垃里し 
たぃ巧^^ゃ、シ*ッター巧 S が白おのに巧り g わらな 
ぃストロポを巧けずるときはシ*ッブーダイヤルを 
X 化百 (1/125 巧)にをわせでくださぃ， 

• レノ ズ tiff 巧なのないレンズ [ A * F . FA な外めレンズ] 
では、みさは j ホをを巧してもけ巧をなお化になります。 

* A レンズ 50 romF 12 の場ち、技り A ffiSU 巧では分 
巧#光を«巧してら中巧さお巧あになります。また、 
S 出が巧 iEV マーバーになりまずので、なりを A . 泣 
田にするか*山巧； K [マイナスお术]をごネ II 用ください。 

•ミ • 8出替吿 


ぴドレンズの巧ろピヴでず。化®レン文の#^は2示さ 
れまサ乂。 

ブ r インダー巧に g ホされる松〇ちは、目るき,了;です0 


写したい巧が巧るすぎたり巧ずぎて、シャッタ■速度ぶ 
示と巧り化ま示の巧スがみがしたときな、巧化お囲只で 
ずから、シ*ソター速巧や巧りそをえても追 liF . S り1は巧 




化乂、巧貴 r ょど 〇 巧がでを巧閒 ソャッ ブーを巧いで 
おくお夏のあるときじご利巧ください。シ* 、，ダー 
ボタンを押している巧、 シャブ ダーが 巧き巧けます。 


1. 巧りを A 位*むみに合わせます。 

2. シ * ッターダイヤルを B む*にをわせます。 




















3, 巧 y リングで巧みの巧りをおびまず。 


• バルブで«彰 r るときは、ぶれ坊化のた々しっかりし 
たこ: •« を巧用し、則巧りの「ケーブルスイッチ F」 をレ 
J - ズソケっ卜に卜 f いてい々レリ ーX 年*ッブドを巧し 

てからさし这んでご科巧ください A 
• 巧なめリチウム S 抵说 Sj で、巧3時苗の&巧な1«お 
がでさます。 

■ 校りを A 巧 H にすると、巧に ft 小なりで ilR されで 
しまいますのでごま:® ください。 



(5) 露出補正について 




を 区! 的に 奋出才 -バ-仰るいち も] や 巧 山アンクー I 

[暗い巧真]にしたいときなどに巧います。 


1ぶと補正ダイヤルを回して、巧みのな正おを 
涅 U ます。 

2. 巧出補正ダイヤルは、 0む a で D ックされ 
ます。このは a から別の位 a に切 y 替えると 
きは、 S 化巧正ダイヤルロックボタンを巧し 
ながら回してください， 

3. フ7インダー巧に補正巧を示すパーグラフと 

e がを示されます。 


* 巧 出箇正ダイヤルを + 化に回すと g 化才-バー 
[巧るい写真]に f ぶり、一彻じ巧すと 巧 化 T ングー 
[暗い写巧〕になります。 

* 85 ホ 補 化はバルブでは巧えません。 

*35 巾巧たは、 一 S 〜+3反おけ: V ]の 巧 用で 0.5 段 R 
LEV 〕 ごとにけだえます, 

•パーグラフの なれ 〇 移を)さ！ ゥが 0.5 お# 〔 EY ] だ 
巧ちします0 

• マニ ュ r ル g がでの g 出 補 止では、フ 7 インダー巧 
に swuite を示すバーグラ7はき示されず、マニ ュ 
アル JI 出の才ーパー • 7ングーを示すパーグラフた- 
けが表示されます 0 ただし、 S はを示され5す。 






1 . AF エリァ巧り客そレバーを上抑にをかし 
( ) な a にをわせます W シサッターボタン 
を半巧ししてピントををわせまず。 


• ピン l 'をちわせたいみか巧面中みにな t ' J ^^&には、フ*- 
々文〇 ク去ごか巧くだ S い， [70 ベージをご R < だま 

い1 

■ * ちの iWK ブ は， AF エリア均り 曾そ レバー を！： J 
な B にろわせで、ワイド AF での巧巧をお巧めしまず。 
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ピントををわせたいものにスポット AF フレーム [ 〕をさ 
わせ.シ*ッターボタンを半巧し巧なにして〇を.ち打 
ミせたままにしておきます。[ピントを だな させる»巧で 

す C ] 

シ t ッターポタンを半巧しのまま、元の 巧 国に戻して、さ 
らにシ f ッターポタンを押し切ゥて摄おします。 

シ* 。夕ー ボタンから巧そ雜して、フ r イングー巧の〇がち之ると、 
フ* —カスロ 7ブIジ18おされまナ。 

• 則の#用にフ *- 々スロ 7クをするとる は、 -曲:ン* .，ネーボテ 
ホを UK てから巧び、 W し a してくだきい e 


(7) 分割測光总かの測光モ 


この々> ラでは、»ちまの好みで測とそードを分割巧化 
から中央 S お况たあるいはスボット化化に切り待えるこ 
とができまず。 

中巧*•京 3 W ホを巧いまず 


* 測せ々 A は、田のようになっており、 S さがな L 
川I巧が分）ほどを H がまいことをまわしでいます 
■ ホ巧*々巧化では、み巧海ホのようじ苗化のと a 
で、 n イラが日巧的;こ g 曲を浦 E しませんので、 


な SI 



3 W 化方す切 y 替え 
ます。 


さい C 

■ お巧の S おでは、お化方ぶ巧り含 
ねホて巧巧 W 巧での巧用をおかめ 


分割が化のようじ々タラ巧せで否かを巧めるので 
なく、巧ち的に巧正をしで巧るさを巧々る巧 A な 
にごみ用ください。 


応巧的な tt 
























2 •図のよラに、中巧のほられた巧い巧西だけの 
B 月るさをぶります。 

• 中巧がとそれみの巧边 * との明 W ぶか太きい巧汽じ 
は、をな:の巧るさを夕8して S 出を巧めだいと、み目 
找*;ザ貝にだってしまいます。 

* スザ V 卜«たでシ*ッターボブンそ半巧ししても、 K 
おは因をされま甘ん。»化を因ちしたい巧台 r な，<モ 
，-曰.,クをごみ巧くた•まい • 74 ぺージをご A くださ 


スポット巧化を巧います 

スボットが光:口、阻られたみい巧曲ピロの B 月るさを 
巧りたいときに巧いまず， 


巧た方す巧リ替えレバーを 
せます r 


な a じをわ 


•る巧の餐おでは、なホ巧ぶ切ウ玲もレバーそ》じ A 
〇甘でう}がでの巧用そわわ々し«す。 




メモリー D ックを巧います 


ィモリーロリクは、 巧お 目;】 Og 出を お巧 さみる 篇 巧 
です。写したいものが 痒 巧に小さく、 a 正? ぶ奋 出を 
巧るのが 巧し いときなどにお巧いください。ス.ボノ 

卜がホと巧み合わせて巧巧すると毎利でず。_ 

スポット 3 W 光と巧みをわせて巧用ずる4を 

毎出を合わ甘たい巧がスボット柏化の巧巧いっぱいに入 
るよろにして、ピントをろわせでください0ィモリー百/ 
クボタン ML を神し、 S 出を拓なさせ巧みの大きさに 
して巧をしまず。もう一度/そリーロックボタン ML 
を巧すと、おおできます。 











(8) 電子音を消します 



■ S 子音の切り替え;む巧*ストロボが上がってい r ぶい 
が巧でけだってください。上ボったが面で«おボダン 
を押ずと、ストロボめを化方をが切り咨わっでしまい 
ます。 

寧亥ホバネルめ-#る示を巧すと、ビントがろった時と 
/モリーロ .7 クボタンを巧した持の®子をを巧らなく 
ナることができます。ただし、セルフタイマーの巧お 
青は、 Ml るボに閣ななく巧に嗚りミす。 

• 巧 f きをちぴ巧らずには、同巧に0曲ボブンを巧して 
«0を爱示させまず。 


おがみで广ピビッ）というまで•さを!旨らなく才るこ 
とができます。 


机面ボタンを巧して、ま示バネルの W ま示を 
巧します： 


(9) 巧蔵ストロボじついて、もっとミロりたい方へ 


巧 


プログクム自か*化を巧うとさ 

•巧りを巧るさにをわおて、シ个.，デー出度:と技りが目 
巧的に巧化しミすので、巧巧にストロホ巧おができま 
す0 

. ソ*ッターまなは、1/じ5巧から佐透かはをぶれをし 
ないソ f ッターまをまで R 巧的にを化します。なお、 
シ * V 夕-巧巧の化さ巧をはご使用レンズのちみ巧 (S 
によ。てを化します。ただし、才ートフ,一々ス巧で 
ないレンズ [ F，FA お外のレンプ]巧用巧は1/1巧け 
巧をじなりまず， 


g シャッター《先白か S 化を巧うとま 
S • かきのある巧を弓すときに、ぶれの巧爱をホえてス 

'C ロザ*お々;できます。 

• 1/125けな下のシ ，'，う -這ちを日由に巧んでストロ 
ボ巧たかできます0 

-巧りの巧るさにをわせて白れ的に反りながま化します 
ので fB 化にス h ロボ巧がができミす。 


をり巧巧目の露出を巧うとき 

>ピントのをうお巧谋写巧法度]をまえて巧おしたいと 
きや、より适くの物を写したいときなどに、巧りを白 
ホに変そてス> ロポ巧がができます。 

• 周りの巧るさにをわだて自巧的にシ* V 夕一まちが変 
化しますのでな単にストロボ巧をかできます。 

• シ*ッター巧巧は1/1巧からほ速巧は手ぶれをし 
ないシ ザ.， ♦-虫ちミで自か巧に巧化しまず。 なお、 
シ*ッター速压のを注度巧はご巧用レンズのみぶ巧]* 
によって空イヒします。ただし、 オー►フ ♦- 々ス 用で 
ないレンズ [F . FA み外のレンで]巧巧時は1/1巧み 
固でになりミサ。 

マニアル■出をほうとき 

• 1/125かドのシャ .， ブーまちと巧りを日ホに祖みを 
わせて、ストロボ it [おができますので、巧るの蜗る3 
を自由にまえてのストロポ巧がなどができます。 


の用のな巧い‘ 



« がを a から巧用巧りをれ w します 


ガイドナンパ ー +巧がを巧一巧用反り 


き tJS で化た若:字が「3」のようにレンズの巧りちに,占い 
植じ f ぶったときは、-おのにお Y •の小さい力•巧.のにしま 
す。 

シ 卞ッタ ー度巧自巧 S 出のときの4お巧 tt をけ 
算しまず 

巧お,•】おをお(ま、前おの巧用をりから巧おか巧をが巧ず 
るちまと间巧ですか、 シ* ッタ ーft を巧か g 山では、巧 
るさに よ-， でむりか巧泣る•も最小径りまでを化しますめ 
で、そのときの巧り g によって、皮&を*!;まま化します。 


レンプではヴラレがを生しま寸1 


を1:巧点お*!が巧 mm 来巧でなヶラレが堯牛する巧 A 
がるります C 

»2 :巧古-巧*がお mm 末巧の巧みと.が mm で 

巧が lm& ドではヶラレが巧牛-することがありま 
す。 

ホ3 . 焦点脚 i が2卜巧 mm で a お巧巧が 3mU 下の巧 
をと、 35mm で»巧巧 tt が Im な y ではケラ レ か 

巧4.する巧ちかちりミす。 

をィ；庚,ム巧«が化〜 3Smm め巧なと， 36mm で«お巧 
诗州 .5m むドのち合サラレか再生する場をがる 
ゥまず0 

を5 :巧话芭 iHi がドでは、ケラレが免をする場 
A がちりまナ。 

ホ6 :焦巧巧度が 70mmJa 下では、ヶラレが巧ホするち 
合があり S す 0 

荣7 ;焦なお度が说〜 9Clmm の巧をケラレが巧ちする培 
をかをゥミタ。 


巧用をりから巧が巧離を I 十算します 


ただし、 0.7m ん a ドのI目 g では®えません。 0.7m より近 
拒 at で巧おずると、ストロボ化のムラやケラレおよび S 
お才ーバーの巧巧とだります。 

ま：巧り算で巧用した巧值の「5」は、この》タラの巧毎 
ストロボを单巧で征用したちをにのみ遺用されるを 
fiS です。 

なお，ヴイドナンバーは使用するフイルムをを [ISO〕 に 
よりおよそ卜•の玄のようにだります。 


ここで ISOIOO のフィルムを校りの.8で巧うときの巧を 
あげミす C 

がイドナンバ ー（10+F2.8»3.9m 
3.9*5-0.8m 

がって、約 0.8m から3.9口1の«巧でストロボが巧えまず。 


卜•卜 A レンスの内*スト□ホちをる [U は巧用巧、ベの 


レンズろ 

ち る 

P ズーム I7-28mmF3.5-4.5 

X 

FA ズーム20〜 35mmF4 

公•’ 

FA ズ-ム24〜 gOmmFS.S 〜 4.5ALaF) 

么•， 

FA ズーム巧〜 70mmF4 

〇 

ド A ■スー么な、の mm ド 2.8 

X 

FA ズーム巧- 80mmF3.5 〜 5.6 

A ** 

FA ズーム 28- 90mm ド 5.6 

0 

FA ズーム 28*'-106mniF4>*5,6 

么 W 

PA ズーム28〜 1 化 mniF 4 〜 5,6( rF ) 

么 W 

FA ズーム泌〜1化 mmF3.2、4 ふ\し (1 ド） 

0 

FA ズーム巧〜 200mTTiF3.8 〜 S . SALdF ) 

ム《 

卜’ズーム 35〜90nimF4〜5.6 

0 

FA ズーム巧〜が mm ド 4—5.6 

0 

FA ズーム 70〜200mmF4〜5.6 

0 

FA* ズームの〜 200mnF2.8 

A ■， 

FA ズ-ムが一が 0mmF4 ぶ一 5.6 

0 

F ズームが〜 200mm ド 4, 7へ5ぶ 

0 

F ズーム 100〜30DmmF4.5*'«5.6 

〇 

FA 100— 3CN)mmP4.7— 5 fi 

〇 

FA プーム IW、 300 mmF4.5 〜 5.6 

〇 

FA* ズ-ム巧!)〜 600mm ド 5.6 

X 


运が巧助の月をガイドナンバー；•巧用技り 
むか K 尚の月を苗が巧化目ぶ-:‘5[な） 


IS025 » 5.6 1 

に0200 — 16 

1SO50 一 8 

1SO400 - 22 

1S01W - U 



応用的な ffi: 


応用めな ft い. 






この々メラでは、フィルムをカタラに入れたときに、 
fl 巧的にフィルん度巧が匹をされますが、.がの D 
X でないフィルムを化う場をは、下おのぶをで:？ィ 
ルムまちを这:がしてください。 


巧を方を 

1•巧宇を义きい方へ爱化させるおを、 g 出な正 
ダイトルを S 化補正ダイヤル□ックポタンを 
巧しなから回して、▲な«にをわせます。 

2•巧ずをかさい方へま化させる ii を、 S お稱正 
ダイヤルを S 出補正ダイヤルロ ック ボタンを 
巧しながら回して.▼位置にをわせます。 


3> メモリー□ックポタン ML を巧して、ま示 

バネルの フィ ルム巧度の巧をを変化させます, 
4•没をお了を、 S お補正ダイヤルを回して0 
にをわせます。 

， S を W 正グイサルか A ▼ 位 M では、、ンい9 —が 
切れま廿んので、巧定ホは必ず R 出巧にダイヤルを0 
化 e に兵して、ださい。 

» DX のち度とまうブ< ルムを皮を巧を W たとまには、ま 
でバネルに. ISO をがか出ミす e 
























♦ ■ DATE ポタン 
& SELECT ゼ ジン 
0- ADJUST ボタン 

日けウ時刻の*正巧ま 
「年月日」のな正 

巧正を巧うときは、ストラップ留め具の巧ちを 
を J 巧してください。 

の SELECT ボタンを巧して、巧ち日を示 
のうを巧正したい巧字を洁巧させます。 

2.0 の ADJUST ポタンを巧して、点巧してい 
るなずの巧正を巧ないます C 
3•恨正巧は、みの SELECT ボタンを巧して、 
点巧を止め壬す。 

• ホ滅の巧*は、ザ-巧-日一年です。 

* ADJ じ ST ボタンは、一回巧ずご i にちすが-つ巧み 
まず。巧し巧けるとわ 2-3 巧るからは早るりされま 
ん 


1. フ4ルムが入っていないことを巧每して:6ぶ 
たを巧けます。 

2. 裏ぶた巧抑に CBATT.S マークで示ミれて 
いるネジをドライバーで回して電ホぶたをみ 
します； 

3•ホい«ホを巧 y おし.巧しい«巧を+做を 
上にして入れます。 

化ふたを无の化 a に庚し、ネジをドライバー 
で巧めます。 


• ぶ也を入れると B 讨やち巧がま示されミす。ま示が出 
ないときは巧泡の* -か正し < 入っているかを if 望し 
てください6 

* お化夕»さは、日なや時巧の«正を巧なってから巧お 
してください。円けや時巧の巧正については82ベージ 
をご» ください。 

• はぶ、ず.ホ A られたリチウム S 化 IQE る@を I 间 

巧用しまず。 

* 巧巧巧»は、度まりの廿ービ2センターでも承りミす. 
角-巧） 


(12) 日イ寸や時刻の修正 


ち■のち7•は，、ィ&ろ合巧です， 



引 




グへ^ .. 


巧化の寿々は的3巧です。巧まに巧る日けや巧がか 
浸く もってきたり、らなくなったちちには巧化を 
公を L てください。 


(11) 日付や時刻の写し込みが薄くなったときの電化交換 


&用化な巧い方 











’時み巧 J のな立 

巧正を巧うときは、ストラップ普めちの巧起を 
をI用してください。 

1. 夕の SELECT ボタンを巧し、時•み • 「：」 
まをのうを巧正したい巧宇〔巧の巧をは：]を 
，ちちさせます。 

2, ©の ADJUST ボタンを巧して、•ま«してい 
る巧字のち正を巧ないまず。 

3.0 巧に七ットするには、「：」，吾巧のときに參 
の ADJUST ボタンを巧してください。 

4 .巧正をは、 A の SELECT ポタンを巧して、 
点 a をとめます。 

■ わ巧のおをは、時一巧•： •玲でず0 

• ADJUST ポタンは、せ!押すごとに把•デが•つ巧々 
ます。巧し！*けると巧2〜3巧をからはがちりされま 
す。 

• «正を巧うとミは、ストう，プ宙め具の巧おそ和巧し 
てください。 


巧用上のを* 

• 巧用口 J お fig は朽 5(rc 〜が C でずが、を ifi 下■では、写し 
这*れる义すが» くなることかみ口*す A 
»巧用できるフィルムち S は13025 -1600 までです e ま 

g 口々タラにブィ I レムそ入れると rift 的にザットされ 

ミず0 

* «ち居フィルム LISO 1000化上 J を巧ったとまは、ちし 
&まれる又すがにじむことがありホす。 

* ISO がな下のフィルムは、フィルムにより巧し込まれ 
る义7が巧くなることがあります。 

* «正さ中1な«*示中〕は、シ f , ブーそ巧っても日巧 
や時巧は写し込ミ打ません e 


(13) 外付けストロボの使い方 


カメラの巧まストロボでは化 s が不足するときは、 
みげけスト〇ボをか用してください • 「巧运巧 K 巧 
やバーティーなどで巧かです] 


下オートで巧います 

1•カメラのホットシユーに巧いているホットシユー 
S カバー Fi を外し、ストロボを巧り巧けます。 

2. スト□ポの 巧 巧スイッチを入れミす。 
g 3.ストロボの発化モードを TTL 才ートにします。 
M んストロボの充■ち T をち巧します。 

ミ 5. ピントををわせて巧おします。 


* ストロボの巧 R 巧了ランプかけなする i、 々イラのシ*ツ 
夕ーボタンをが巧 L したときじ、フ r イングー巧の 
% もち灯しますので、フ r イングーでもを S3T の 
巧まかできます。 

• 取0巧•したホ7トシ a — 々パーは、ストラップの*ケ。 

卜に入れておくと运利で才。にィージをご H ください, 
•み付けスト 0* のがしい巧い方亡ついては，ストロボ 
め受明 S をご E ください e 


方 






AF500FTZ. AFSeOFGZs AF330FTZ 

♦培くて才ートブ ♦— 々スのを子ぶ巧でも、 AF スボ y 
トビーム L ホをの補助た〕を H 巧的に巧化しますので、 
才ートフ♦ーホスを*かせることができます。 

♦ホートズーム巧巧 M きですから、レンズの巧み巧巧に 
対にして g お的に明.財巧ちがを化します。•ド.ド A レ 
ン ス巧用玲のみ〕 

=•スレーブ篇お f コードレスがご刮用になれます . [A 

^ ド 330 FTZ をおく] 

巧 •ストロボの巧豆玄示で、可巧巧 a をな巧できまん 
用 [A •!••• FA レンズが巧時のみ] 

f - ♦マル子免たモードがごか巧に r ぶれま才， [ AF 500 FT 2 
る のみ] 

と • 化 B 比が巧モート-がこ利用になれミす。がべージを 
巧 ご免ください。 

♦ 巧化モードがプログ*ム白を Sd しシ干/? - tt 化 A 
おちお、巧り巧先日巧 S 出であれば、ス》'〇ポのを化 
をート’がマ-- • A 7 ルでら己巧的に TTL 才•.卜 になり 
ます。 

♦ 巧まで/まおよそ3巧 [ A ド3が卜 ’ GZ でれ化すート巧用 
巧けが]な上抵巧したときは、ス I ' D ボのちおが白ち) 
的に切れさす0カイゥの シャツ？ー ボダンをザ#しす 
るとストロボのをちが巧巧されます。 


AF240FT. AF 400 FT 2 

♦ おくて才ートフ * — カスの苦ホな巧でも、 AF スポ， 
卜こ’ーム r ホをの巧わ化]を n を的じをホしまずので、 
ホートつ*—カスを巧かせることができます。 

♦おむそードがプログラム (4 お巧出、シゎッター»を巧 
か SS りし巧り S ホロお S 5 もであれば、ス》'〇ポめ堯化 
をードがヴニュ T ルでもむなのに TT し才ートになり 
ます。 

♦尤否までをもよそ5ホに IL ホ田したとまは、ストロポ 
の巧おか日 fc 巧に切れます。々イラのシ+/ターボタ 
ンを半巧しするとストロボの充巧が再巧されます。 








AF20OT. AF280T、AF400T 


スト Q ポ巧お[巧用上]のま* 


• TT しオートそ-ドで巧用すると、巧りの明るま C よつ 
てシャ ./ 夕一ぷちが1/に5巧から巧注がはモぶれを 
し^^よいシザッ 7— 巧なまで呂めのにまイじしま3%なお、 
シャ7夕一速居の抵速巧巧はレンズのお6巧誦によっ 
てを化しまず • にだし、す-トブ ォー カス用で f ぶいレ 
ンズ [ F ， FAW みのレンズ]巧 ffl 時は！/じ5け国をじ 
なります。巧りちじ財なとなりますが、フイルム巧を 
により変化します。 

♦ 巧> ホォ—卜Iホ•な•巧む:宜 I で巧用ずると、反りは卜 
まのようにのウ替わります。々巧がぶ T すると、シャッ 
ブー朗ら1ノ125かからたまなはをぶれをしないシサV 
7■巧ちまで曰助のにを化します。なお、シャッブー 
速ちのほ运旧ちはこ•巧用レンズの魚む巧*によってを 
化します。たどし、ホートフ 《 — 巧ス用で,ぶいレンズ 
[F •ド A レンズ jaw] 巧用巧は1/1边け亂をになりミ 
ホ. 



KIS!!3B 







mm 




MM 





LISO I佩の巧合〕 


光量比か j 巧シンク □ AIR 


A 卜•油 OFGZ、AF330 卜 T 乙または八 F500F7Z を苗巧で，る 
るいは々イラの巧 S スト〇ボと班ろたわせることで、化さ 
め巧いを利用した巧なお商シンクロおが J がで 
きまず， 


を定方巧 

1外巧けスト〇ボを々メラから離してを按しま 
ず(巧病の方まは、85ベージまたはストロボ 
の巧巧書をごちください) n 

2•公、きなスト□ポのシンク□亡ードを巧■比料 
却モードに&をしまず. 

お■の比率は、化*比制巧モードに投ちした 
视のスト□ボが 「2J になるのに巧して、•泣ま 
していない測のスト□ポまたは巧ちスト□ポ 
は ri」 にな y ます C 

3•すべてのスト□ボの巧*亮 T ぞ语泛してから 
巧おしてください。 

•ホットシさーグリツブなど接おなのきなる T 7 せサリー 
を 巧みれわせると、 化の原巧とむ0ますので、巧 

用しないでください。 

• 光:■[比が S シン7 口} §おでのシ ♦ つ夕 一 ii 度の上足は 
1/60巧になります。 


巧 S ストロボとペンタックス#用の外けけストロボを巧 
みをわせて同時に巧巧したち合、外巧けスト□ボが送幕 

シンブロに巧なされていれば、巧«ストロボもを JS >ン 
グロになります。巧ち巧は、るストロボのを巧の巧でを 
巧巧しでからシサツブーを两つてください C 

その巧のスト□ボを巧巧した巧を 
•化巧 IS ストロポを巧み合わせると、巧巧の原巧にる 
巧なが去ります。ベンタックス専用才ートストロボの 
巧巧をお動めします e 

• スタジオ用の大巧ストロボでは、宙はが空にだってい 
る巧が*ります*このタイプでは、 M2-3 となみをわ 
せてもスト〇ボがをホしません e なしくは、ストロボ 
イー々一にごなお < ださい。また、大巧义トロボでは、 
を»によるケラレを巧ぐた々、 r 司お法ちより一度化い 
シ * 夕一を置での巧巧をお班みしまず， 


ホ巧けストロボのをな?§た 
2巧のれ巧けストロボを同時に皮用する巧合は、が 
ベージのストロポ巧巧 一K 表の同じブイブどうしを巧ろ 
さわせるか、 TYP 民 R と TYPE C ホるいは TYPR n 
と TYPE E の巧ろなわせでおな!いください。内 g スト 
ロボは、どめタイプとでも巧み合わ甘巧巧です。 






て：."’•一 山 .4 ホ.3をむ山巧が於ぶ逸, 




^ asai ^ ss^d 




ミ中シンク□のや y 方は、一巧のストロボ巧お 
:まゥたく同じですから、そのままシャッター 
ミ タンを杯すだけで苗单にでまます。 

* 背貞か巧るい«合には、 S 1 り才 一' イーになることが 


TYPE A :巧 a ストロボ 

TYPE B : A の说トリム AF 600 FTZ 旌 5]、 AF 330 ド•化 
TYPR C ’ A ド400ド TZ 、 AF 24 QFT 
TYPE D : A ド 400 T 、 AF 2 扣 T 、 AF 200 T 、 AF 080 C 、 
AFH 0 C > AF 200 SA 
TYPE E ; AF 200 S 、 At ’ 160 、 A FI 40 

化し TYPE D [ A ド 200 SA をおく]のストロボで 、 MS 
[マニュアルシンクロ.、 ML マニュア I レ J を巧うと 

さや TYPE K のスト〇ザを巧うとき U 、 巧り ff た 
白か S み、マニュアルおよびハ•，レブで巧巧してく 
ださい。プログうムわよびン T ,テ-巧化かな 
山で;よ、 

ん e 


を2: AF 200 SA は木口 J 。 

巧3 ;シャップーま皮は1/60みな下になります。 

讳4: TYPE b または C ストロボと巧ろ合わせてを# 

ンクロ ロ 1110 

ホ 5' マル辛ストロボ、スレーブち馆が働きま寸 A 


巧 ■ ttw •をードで a ちでをる 


ムが巧え 



スト D ボ檐お一 Ji 




ストロポ在巧 


















(15) 巧透シンクロについて 



夕ちなどを巧奇【こ人巧)巧おをずるとき、巧速シンク 
口を利用ずると人巧も巧沒もきれいに号をまず。 


7二、アル■化の t | を 

1. スト D ポポタンを巧して、ストロボを上げま 
す 0 

2. マニュアル S 出にします。 

3. 运正露出になるようにシャッター还度〔1/1巧 
巧 U 下の也ま1と巧りを選んでください。 

4. «おします。 


シャッター ft ホきな S 出の4合 
1. シャッタ ー« ホ自な S 出にします C 
1 . 巧みのシャッターま度をさびます. 

• フ T インダー巧の巧り«を示か点おしていると背るが 
g 正 g 出じなりまサんので、まおがだくなるシ*ブタ— 

定度を芭せ L てくださいク 

3.ストロボボタンを巧して、ストロボを上げま — 

す。 Z 

巧 

• 化」の操巧の前にストロボを上げると、背 g がち % 
正 if 出にだりませんの巧、シ*ソター巧#を; S んで 巧 

からストロボをとげてください。 

ん巧おします。 

* 巧まシンク〇巧度では、シ*ッテー速巧かちくなり 
ます。子ぶれを巧ぐため、々イラを— •> などに巧を 
してください。また、ちされる人がおいてしまって 
b 、 ち Sfii ぶれてしまいます〇でご巧まください。 

■ を a シンブロは、 ft 付けスト〇ボでも同巧に巧なうこ 
とがで S ま3。 


■ マニ a T ル R 化では、の#かは巧のど〇時点 
でけなっても巧構でナ〇 



(16) 專用アクセサリー巧リ完]じついて 


この々メラには、を a 専用ァクセサリーが巧*:されています W 巧しくは、るサービス畜口にお Pp うい 
をわせください。 


♦ ケーブルスイッチ F 

MZ -3、 MZ -5、 Z -70 r 、2-& P ^ 2-20 ,s Z . -し、 2- 
5( V > ゼよび 645 s 等に巧えるレリーズコード。 

♦ マグニフ r イヤ ー F , 

= つ7イ ングー中央がを狂人してをる7ク七サ U -。 

— • 才ートスト〇ポ A 巧の FTZ 

巧 ガイドナンバ ー50 の AF スポットビームみ jg 才一 -ブー 

用 ムストロボ。スレーブ巧巧、マルチを化、た B 比制な 

g モードやモ R •巧#シンブロ巧おだとが uj も 

隹 ♦才ートス h □ボ AF 360 FGZ 

^ ガイドナンバ ー36 の*-卜2卜 D ボ。スレーブ g お、 

巧 を S 比が远そードや先 ». を#/ンクロ巧を。*どが口 J 

巧。 

• 才ートスト a ポ AF 330 FT 2 

ゲイドナンバ ー33 の AF スポットビーん巧#オートズー 
ムストロボ。化 S 比巧®モードや先巧•を«シンクロ 
巧 K などがづ化^ 

♦ホットシューアダプタ ー Fo > 巧ちコード巧 P 、 才7 
カメクシ ューア ダプブ ー F 

AF 600 FTZ • AF 240 FT • AF 330 FT い AF 400 FTZ 

を々ィラからしてストロボ g たするとまのアダプター 
と コ-ド。 [を巧夕をは巧べージをこ R ください〕 

參 AF アブブ ター I .7 X 

F 2.8 より明るい才ートフ*-々ス用でないレンズで 
才ートフ》 — カス巧をずるた々のァダプター- 


♦ マクロスト〇ボ AF 1 が C 

ヴイドナンパー14のを写巧スト ロボ。 

♦ レフコンパータ ー A 

フ？ィングーを巧る角巧を 90* 巧届にをえることか 
できるアクセサリー。巧をは]培と2みの切り替え竟 
♦ フィルター 

ス々イぅイト • ■天田 • UV * Y 2*02. R 2 • 円巧光 
がをり5ホ。フィルター径は 49 mni •が mm . 5 Sm 
m • 的 mm • 77 m ™ の 5 巧ち*?す。 

♦ 単3バッテリーバック F * 

3巧巧を化 W ずるた》の别売ウバ y テリーー，クで 

す e 





リ y ア巧を上にしてください e ただし、この巧をには 
ヴーブルスイ-/キ F か巧用できなくなりますので、巧 
む宜での巧おをおおめします0 
r も15レンズ用 T ダブタ ー K 」 をボディーにち悦 t るち S 
すダブデーの固なネジの怔 g : こよってはボディーにさ 
たる巧合がありますのでごなちください。たる巧を 
は、固巧キジの巧 S を巧えてから巧ってください。 


ていますので、•おの fi 巧フィルブーを沒うと才ート 
フ *- 々スめ巧ちがほ下します。才ートフ*-カスで 
巧用ナるときには W 但ホ7ィルタ-をご利巧ください。 
ミた、 S 出の巧忌もほ下しますので、円房^フィルタ¬ 
の巧用を わなめ しま チ C 

レフコンバータ ー A 巧り巧け巧、力'ラの裏ぶた巧 P 月 
をけうと、レフコンパーブ ー A とち tt ず々ことがみり 
ます。 S ぶた巧巧巧は、レフコンバータ ー A を巧して 
ください0 


ま：こ々ィラがをいでしまうカメラぶれを巧ぐ巧里もホり 
ます。ミた、川やち、を U どを佐まのシ中マブ—连ちで 
ちすと巧巧めホる写 a にリりまナ〇 


巧 y の巧ち 

巧りは、レンズを化が适るときの光;ま「化のおさ1を大き 
くしたり、扶くしたりしてつィルムにさたる光の a を資 
巧していまず。 

巧りを巧いてホホをたくすると、ビントをろわせた巧に 
がしてその巧をの巧の卞ヶかホきくなりま才，つまり、 
ピントのをう巧巧[被巧巧ま良]かなくなウミす。逆に、 
のりをむてホまを法くずると、ピントのをう巧用がに 
<なります。 

巧えけ、思 g の中で人巧を巧ちするとまに、むりを巧い 
てちをすると、ピントををわせた人巧の前巧の虽るのホ 
ヶが人をくなるため、人巧だけかザか口上かる巧ちがみ 
りまず。 

ぶじ、校りをなると前»の度まにまでビントををわせる 
ことができます e 










(19) 被写巧深度 



r 9ft i 


















(21) ホか錶指樣について 



1 . 透*のフィルムと间巧にビント合•わ甘を巧な ミサん。 

います J ■ホ号 R を！!わナると きの R 出は、 フィルムの おり ミ 

2. フ t — カスモードレバーを MF にし、巧！！ S そ参き にしてください。日 お空 出では； i 正*出が 巧 


リングを巧か«巧巧の巧だけ左に田して補正 


二 A ア，レ*山で Ilk しまず, 


します0 






















































巧巧 

巧因 


参» ページ 

ブ r イングー巧の〇 だか か 
る. 

ぃ AM •止 もぶの fcfAMiJJjm 

视讯 tl&WMMMSy 


52 ベージ 

70 ベージ 

巧 a 文 ト ロボが巧電 L リ:い* 

S 化が巧■を a かおてぃる e 

L 巧抹さ 

13 ぺーソ 

'* ローズームが動かない。 

レンズかマニ aT ルズ-ム*: K つている 《 

レンズのズームリングを前田にホして 
POWER ZOOM にナる〇 

34 ぺーソ 

ズ ー ;ング S すを 4 ピン►るり 
せモ L て Li ろ。 

パつ—で一&でブー；ンゲそすると目 ft 
的ごピント合わせそします。 




M 受などの K ■により、巧にカメラが正しい巧れをしなくなることがろりミす。このよラな#をには> —ち«化を入 
れ互してみてください。 また' ミラーが上がったままになつに場をには，■巧を入れ B してから■巧スイッチを ON 
じずると、ミラーが下かりミす。これらを巧ないたタラが正巧に巧おすれば巧»ではあ y ませんので、そのままお巧い 
いただけます0 



をな仕様 



そ 

の 

化 

に 

ク 

い 

で 


ち式 

B 面サイブ 

つィルム 

B 化モード 
シ * ッター 


レ>ズマウン 
巧巧レンズ 
オートフ,-巧ス|!|« 

バワーズーム 
フ r インプー 


つ7インブー巧5そ 



プレビュー 


中 T レストロボ巧蔵 TTL A 巨 • AF 35 nim — B レフ» >ク 
24 x 36 mm['V ラゥ»おちは。 xMmn ) 

ち ram フィ - ti -[ jl 3 S •，トロ - * 入り] SSmmDX 7 ィルふ ■ IS 025 〜 M 00、 UX で,よいソ <ルムは 1 SU 6— 6400 
プロブ；ム白わ8化，シ夕 一« ホ白»||お、色り*先白お*出、マニ*サ化 R お、バルブ 

的 a がをロフ*-«ルブし—ンン* ,?-、 *_ トン*,夕 --1/ 4000け—30け [* を g ;、 ク_ュ 
7ルソ, -< ブー - i /« M 成け〜1ホ、"ルブ、 S 巧 L りーズ、 S おスイ,チの? P 巧 a でシ f ，う— o ', ウ 
ペンタ、7ス，<5ホ > 卜 Kw マウント [ AF « ブラ—、レンプ巧再 g 々け K ヴ * ン|〇 
K げヴウントレンズ K へ K マウントレンズ ( AFT グプター巧用で AF 口 J が 
rr しは巧を任化ぶ化*!巧 （ SAFOX 阳 K 才-トフ■-カスれ ftsnte 田 Pv 】〜け;1な>1扣 〕.、 lArsj 
巧、フ, 一 ns 口, 7巧巧、フ,-々スモ-ド， A ド化な卞 a 司) / M ド、スザット/ゥイド APW り g え可 
rA ズームレンズとの巧みをわせにより33バワープームが g 用巧巧 [ K •"マロン h レン；?のみ] 

ベンタデリス么フ T インブ_、ナチ* 5ルブぅイトマ.,トフ*-々シングス7リ ー /、再 P 平お％、巧# 0.4 
# E 50 mm • M しち S = ■け〜 + 1.5 m ' [ S イートル]、7イト. AF フレ ー ム、スボ y 卜 AF フレ-ム-スザ.， 
f 抑を巧、バ/ラマ巧巧巧、〇ンク T イレリーブ 

フォ -3 マま巧 [ FJ ， フ .一 々スインジケー.ン B ン I 〇を巧口ーク•巧行を焦不巧でーク g お g , シ*ィ 
夕 一 ASS 示、沒り亥ホ、夕 4トロボ用«、ハ.ーゲラク = B お S 正«，マニ*7*ル||お#^>ォー,,-. 
7ング-るる 、 B -* 山«正，* ••そリ ー U , ク a ボ 

P =プロプラム巧»5けし TV =シ*，ブ ー* 允、 A " &反り*ホ肖お*出. M - マ；じ a 出、フ< 
"ムを$=6〜6400、 ISO ， Q - ’、•卜。ーネ•ブい k ムモけ•ききをり 、 ca - S 巧ち巧、フぃレム 

&. ンン, 一-0 〜找、 4 一内トロボガ9巧广、> *1 •、み*=スト P ボたがれ 4 a い南な一 
み a 巧 レンズ S 巧、 ♦ -ホ H 巧滅«巧、田-スト〇ボお再化，パ Agf き 
g 子ぶ〔を»出モ ー h で巧用。1巧： 












6 ル 7 タイ マー 
5ク— 

フィルム入れ 
S き上け-«き9し 

B 化け • 《ホ R 田 
B 出補正 

すートプラケ S ティング 
/モリー 〇 ；»ヴ 
ストロボ 


シンクロ 

■巧 

■ホ; g 巧 ■{§ 

丈きミ•％«[■$: 

巧 ■& 


巧" W 田ぶ、おわけシ f. ッブ-ボ？ /. なおは旧じみ [gf.S]， な«»供玲 iij 巧 
ク <.9リ* -ン：5-、オ-トフ,.-»'? * 巧巧2 ;ラー付 

ホ-, 〇—タイング、■ぶたなじじよりIた目ミで肖かききいず、さぶたにフイ*ム巧«るり 
巧9 -r よる曰わ g き t け•ち SSL 式.）コマ《>'*4お«お1巧2コマ/みしつ <，レムな了巧むわ 
をき房しフ < ルムを h •さきおし五 f をし CD* 示、を中るミちしだタンによる4中爸る宾い d 巧 
Tf’l, 曲苗み洗!!ホけか巧}、お#.巧用 50mm F1.4 旧01的 EV0 ぺし巾巧®ホ. • ス* '卜か化口 jR 
•3 篇巧 [EVK0.5 反が EVl ごとおな巧巧} 

« 正， r ^ f —、 ホー，、一 の S コマ il 巧を RS 化,がを（こし±1/2 umEVV 
ボタ/ぶ<タイマーま10か閒）ン*ィブーザタ/半巧しでな巧 

ち利 M 宙 TTI.S トロザ巧«、ブイド*ンバ ー 11[旧 OUM/m] 巧 mm レンズを々'、一、 M 巧ぷ巧1/125みな 
f [) やシ/ク曰を速//クロ化■比が B 句巧 [A 内 30FTZ、 知げ T ととゎ Ifi み on だで巧«3、 iSoiSB 巧 
巧>800、口6窝た巧巧、ホ H6Sg 的 

ホィ' シュ ー IX 巧な«冉ストロザちみ何さ！ #用乂 I . W ザ a か旧 0 巧な e 巧一 25 〜が〇 
9 V リチウムパ，ク巧ホ CH2 zm 


一 .f り一/-', <=■ が..な»時シ ，'，マ-り J つ、マ1い， 
lMinm [ IS ] X 90 mm ぶ] xSl.Smm 巧]が皆[ボデ <- 々ろホが I リ 

か,> ♦-々 バ ーFi , レリ-ズソブ, h 丰 ■ /プ F . 々イ弓ストろ 

キ ♦./ プ 


-巧夏示は A な] 


、 ク 


ンダ— 


• フな« 


ma 


皂し込み万ま 
S 示 
n 巧 

皮用フ<ルム«度 

電巧 

を兄回 g 


ヴ•一/お JH. a おちぶ主、デンブんおが，才 一h» レンダ ーr 巧 B 扣巧だミで、田巧は口お«正•し 
マ巧阜し込ら巧！！ 

7ブV卜6わ LCIX フ < ムム#面よウ鸟し込み 

デー 9る示玄じ rcn まホ、ま水ち L 达ろち-か2〜3か M. 巧を 

ごザ•月•日、なIい R •巧.を -•[テー?巧しみ* i し]、をち•円•巧、を H •月•巧 
ISO お一 16CD [巧 S 日巧々, K 
CR2025 [ J チウム S 化1 
巧6脚问 


お客橫窓口のご案内 


ペンタ；/クス 

おき巧巧設センター （ smws 【こ田するぉ曲ぃをゎサ） 

干 1*74 -化巧ちを巧巧な区が巧 112-36-9 

ち*時 M 午か9 :化!〜'トホ6: 00 • H - 巧 U およひ巧は休呆 H をおく） 

SS 妨 7( V 0 か313 

巧3 ♦內魁^ぐ一^^いがけす， 

巧巧巧苗 -PHS の方は、ドお餐ををごがおくたさい， 

〇の(巧 60)3200^ 0 03(3960)0837 f ジタル々メラ専巧 


[シ 3- ルー ム•ち萬* •巧 巧受付； 

ベンタ7クス フォー ラム a 03(3348)2941 巧 

宁 161-Mfn ちな巧巧得区西巧宿 2-1-1 巧巧二#ビ ，レ I巧1お#巧244>を| 

巧乘時巧午お10: 30、卞お6; 30 (年ネホ始および；#ビルまお日をおきを中を休) 


[» 巧飾 

ベンタックス♦し 巧営ま 巧お 寒 お 育 口 0 011 (612)3231 巧 

甲060 0010化巧巧中た K 化10ろ巧1 8-36 ペンタ/ブスル#ビル2時 
ち•夕時 田 午前9 :( の - f を5: 00 1±<日.巧日わよひザむ休 索 扫をお〇 


ベンタックス仙を It HR わ*お1巧口 0 022(3 刀）6が巧巧 

T981-3I33 仙を巿巧区る中央 l-7-i 干•化田生か泉中みがビル5巧 
含*時田すが9:如、卜巧う： U0 上 .H •巧 U および巧行:が SU ミ除く） 


ホームページアドレス http :// www . pentax . co . jp / 

ベンタックスちを SS 夕巧わ S 读ち口 0 052(962) 的31が 

甲が】け)(リろ•占话が R 区寒 1-19-8 ペン？/クスピル3巧 

巧*時巧す•な9: 〇〇、牛を5 :〇〇 I し • n • 巧口および巧巧な nn をが〇 

ペンタックス面 ft 含美巧おま巧ミロ 《 0&2(234)5议1が 

干 730-0 が I に房ホホ^(«1「2.けち坑ピっ口…ス巧 
巧乘時巧 rm : ao 、' r 冻5 :〇〇け • h • 巧 h およびが巧なお H をを：' 

ペンタッウス41团用巧玄巧ち口 行 092(281)6 始が6 

で 8;0 M ) 册2お巧巾博を W 中中な町 3-8 パールビ化2時 

巧荣時が干が9 :〇〇、千を5 -00 (し • II • な II および巧な化ち U をな〇 


[芭さな理至巧-巧巧に扣するお向いをわせ} 

ペンタックスサービス巧: I 東日本巧挂センター 《 03(3975)43411 化 

甲1巧-り巧2ちみ:巧巧 S ピ苗ち’ド 6-6-2 化をサ T . 巧み-ぶ苗センター巧 
きちけ巧’1’巧9:けい' I 後5 :〇〇け.•日•制!およびががなお H を除く） 

ベンタックスサービスな；巧日本な巧わンター a 06(6271 )7996/ 巧 

T 542 ( XJHl 人•おぶ中央 Klh ぶみ1 .17-9 パールビル2巧 

おを時怕でが9 :〇〇、下が： 00 It •り•れ n および巧れなな n をおく） 








アフターサービスについて 


し本お eft が 万お Mf した巧をな、 ご晴入 U わら 南 1 
が巧巧がち巧資しますので、お夏い上げ巧か巧用 
巧巧*にお a されでいる当社おを巧柏巧でンブ-、 
またはお客诗ま□にぢ中し化くだミい。 g 理をお 
急ぎの巧をは、直をぉ持ちください C 巧理おこを 
巧の巧合は、化拉ちなどを利用して、 *6 な中の巧 
> じかえ るようしっかりと 巧 包しておをりくださ 
い。 不 なち 本のフイルムやプリント、また巧 a 巧 
容の正巧な •メモをホけしていただけると頂因分巧 
にみなちミす。 

2 . 巧泣巧 PS 中「ご再入を 1 巧聞]は、巧扯ぎ:巧巧巧 
巧および巧乂巧巧日が巧入されているらの]をご 
巧示ください。巧な S がないとお巧巧な中でら径 
晋が有料じなります，なむ、ち充巧ゃ当お:わ客は 
巧を七ンブ ー 、ま C はおぞ巧を口へむちけいただ 
く结田用 U おを巧にご色巧巧います。まに、«巧 
巧とちな巧の這芭结をりにつきましても、输を方 
狂によっては - a こ•をむい;:だ<；巧合かありま 

3. 化过:巧品[レンズ.アクセサリー等]との巧み合わ 
せな用に€內する巧かこついてはちなとなります6 


4. ホの#をけ、保征巧閲中でらおが巧巧の対をじは 
なウません0 

• 巧用卜•の房り（化用巧巧 aidKw 外の g まな等） 
によりホじた故ち 0 

• ちホの巧をずるな远巧巧い巧外で巧われたち 
理•巧を•分おによるな巧 《 

•乂父•天巧•化まみこよる致»。 

•巧宵卜のぶ儀(高复る远のち巧、巧み巧の入っ 
たち巧での巧香等)やす A れのみ術(巧•け•ホ 
コリ，ホれぶり.シ g ック巧）による巧巧。 
•巧をさのホイ 、 to い巧を， 

• 巧ま巧をや巧入口巧の3ぶが^い#^^だらびに 
紀ち辛巧をな正されたち合。 

6. 巧な巧巧 >ソ巧の咨巧けち村を巧とませていただき 
ます。なお、その巧の a 貨活街りにつきミしで b 
おち巧のご負巧とさぞでいただきます。 

6. 东巧品の補 g 用#巧萬〇4は、おを巧ろ切りを7を 
商を目をになしておりミず。したかって本巧間 
中はお則としてち进そおをけをします。だお、巧 
闽おをでるってら«理 oj 巧の巧をらありまでので、 
3社お寒:巧巧該だンター、またはお累巧窓 U にお 
巧いをわせください。 

7巧か巧巧をされる巧を W おな HFS を去持るくださ 
い。国ちおなさは、当むお各な指なセンブー、ま 
たはお巧:巧き:□でお巧ちの«な嘗と交みにをわし 
ております。[巧化巧 g 中のみを•巧； 


巧光学工業巧ま会な 

Tl 7 fl •化 M S 苗巧巧!* a 肝が 9 r ?- 36 - 9 

ペンタックス巧壳巧式会社 

甲 I ル曲リ S な ae 千 ftffi 医永田 R I -II - 1 


ペンタクブスフ7ミリーのご東巧 

ペンタ，クスフ*ミリーは、ペンタックス S 用舍のづ B クラブで 
す。巧4回めさ«とち B ずぶ OKA 、 ィべントへの参扣ゃさ巧わ 
をのを良莉づ I などな々 U 巧巧がホりまず。 

お申し込ろ•わ巧いをわせはドだペンタ！クスプ7ミリ ー #巧 W 
まで。 

y ^ QO • m おみ巧 T •巧田 K 未化 ■[1-11-1 

•ぶも ビル3 K 903巧巧かが36 

なこの巧り I 巧叫 B にけ R 巧 ft * 巧 W していミす， 

け 〇化よびの..»をで•巧 ri く巧 < ずるこ i かわり * す a 15 200205 





